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会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　
第
１
・

第
３
の
月
曜
・
水
曜
日
、
午
前　

時
半

１０

～
正
午
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
３
０
０
円
。
会
費
月
２
５
８
０

円
。
水
曜
日
は
午
後
の
場
合
も
あ
り
。

つ
け
ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
初
級
か
ら

上
級
ま
で
。
詳
し
く
は
河
端
☎
４
７

５
・
８
４
５
５
へ
。

　

◆
居
合
道
（ 
正
剣
會 ）　
毎
週
土
曜
・

せ
い
け
ん
か
い

日
曜
日
午
後
４
時
半
～
６
時
半
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。　

歳
以

１８

上
で
長
期
続
け
ら
れ
る
方
。
初
心
者
・

女
性
も
可
。
詳
し
く
は
早
乙
女
☎
４
７

１
・
４
５
２
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
読
書
会　
第
１
水
曜
日

午
前　

時
～
正
午
、
商
工
会
館
で
。
入

１０

会
金
・
会
費
無
料
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、
皆
で
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
一

緒
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
武

井
☎
４
７
３
・
８
９
３
９
へ
。

　

◆
日
曜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
第

１
・
第
３
日
曜
日
の
午
後
２
時
～
４
時

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま

で
。
合
奏
経
験
の
な
い
方
も
。
詳
し
く

は
米
田
☎
４
７
１
・
９
６
３
３
へ
。

　

◆
健
康
ヨ
ガ
す
ず
ら
ん
の
会　
月
４

回
。
水
曜
日
午
前　

時
～　

時
半
、
コ

１０

１１

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

深
い
呼
吸
法
で
血
行
を
良
く
し
柔
軟
で

健
康
な
体
づ
く
り
。
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ツ
ボ
な
ど
。
男
性
可
。
詳
し
く
は

小
林
☎
４
７
４
・
１
６
６
３
へ
。

　

◆
軽
い
タ
ッ
チ
で
描
く
水
彩
画
の
会

　

第
１
・
第
３
金
曜
日
の
午
前　

時
～

１０

正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
３
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

静
物
・
風
景
・
人
物
な
ど
。
初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
村
田
☎
４
７
７
・
０
４

９
３
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ウ
イ
ン
グ

ス
）　
月
６
回
。
水
曜
・
金
曜
日
の
午
前

９
時
半
～
午
後
０
時
半
、
南
町
運
動
広

場
・
滝
山
球
場
で
。
会
費
月
１
０
０
０

円
ほ
か
。　

歳
代
～　

歳
代
の
幅
広
い

２０

６０

年
代
が
活
躍
中
。
詳
し
く
は
金
子
☎
０

９
０
・
９
８
５
８
・
３
３
７
３
へ
。

　

◆
合
唱
（
忘
れ
ま
い
そ
の
日
コ
ン

サ
ー
ト
）　
月
２
回
。
土
曜
日
午
後
７

時
半
～
８
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館

で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
。
ほ
か
に
楽

譜
代
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
日
本

語
で
歌
い
ま
せ
ん
か
。
初
回
は
１
月　
２５

日
（
土
）。
詳
し
く
は 
小 こ 
日
向 
☎
４
７

ひ
な
た

４
・
３
７
３
８
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団（
え
む
る
ー
く
）　
月

２
回
。
火
曜
日
午
後
６
時
か
ら
。
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
。
会
費
月
２
０
０
０
円
ほ
か
。
年
齢

制
限
な
し
。
楽
し
く
合
唱
し
て
み
た
い

方
。
団
員
で
歌
を
選
び
ま
す
。
詳
し
く

は
竹
内
☎
４
７
３
・
０
８
４
８
へ
。

　

◆
体
操（ 
美  
楽  
留 
）　
第
４
月
曜
日
午

み 
ら
く 
る

前　

時
～　

時
半
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

１０

１１

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
。
会
費

月
１
０
０
０
円
。
リ
ズ
ム
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ボ
ー
ル
な
ど
で
転
ば
な
い
体
幹
づ

く
り
。
無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
矢

花
☎
４
７
８
・
８
７
６
８
へ
。

　

◆
絵
画（
く
る
め
美
術
協
会
）　
第
１

～
第
３
水
曜
日
の
午
後
４
時
～
６
時
半
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
。
会
費
月
４
０
０
０
円
ほ
か
。

自
主
的
な
モ
デ
ル
デ
ッ
サ
ン
会
で
す
。

試
し
入
会
あ
り
。
詳
し
く
は
鈴
木
☎
０

９
０
・
６
０
２
１
・
３
６
８
６
へ
。

　

◆
中
国
体
操
ほ
か
（ 
神
山
和 や
か
体

こ
う
や
ま
さ
わ

操
会
）　
毎
日
午
前
９
時
～
９
時
半
、

神
山
堂
阪
公
園
で
。
会
費
年
１
０
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
健
康
づ
く
り
に
。

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
詳
し
く
は

 
岩  
城 
☎
４
７
８
・
９
４
８
６
へ
。

い
わ 
き

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
花
か
ん
ざ
し
）　
月

３
回
。
日
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
、
わ

く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
、
西
部
・
東
部
の

各
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
初

心
者
・
男
性
歓
迎
。
見
学
・
体
験
自
由
。

チ
ケ
ッ
ト
１
回
だ
け
の
方
も
可
。
詳
し

く
は
山
口
☎
０
７
０
・
６
９
８
２
・
３

６
３
６
へ
。

　

◆
滝
山
は
が
き
絵
の
会　
第
２
土
曜

日
、
午
前　

時
～
正
午
、
西
部
地
域
セ

１０

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
１
回
７
０
０
円
。
身
近
な
花
や
果
物

な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

も
ど
う
ぞ
。
詳
し
く
は
武
田
☎
４
７

２
・
１
１
７
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
レ
ッ
ツ
・
ダ
ン
ス
）

　

月
３
回
。
水
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
。
会
費
月
２
５
０
０
円
。

き
れ
い
で
正
し
い
ダ
ン
ス
を
習
得
。
現

役
プ
ロ
の
小
野
崎
宏
子
氏
が
指
導
。
詳

し
く
は 
西  
垣  
内 
☎
０
９
０
・
１
８
８
５
・

に
し が
き う
ち

８
８
５
６
へ
。

　

◆
囲
碁（
２
０
０
１
年
会
）　
週
２
回
。

午
後
１
時
～
４
時
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
年
６
０
０
円
。　

歳
以

６０

上
の
方
。
初
級
・
中
級
者
の
み
。
月
当

番
あ
り
。
詳
し
く
は
小
倉
☎
４
２
２
・

５
７
３
８
へ
。

　

◆
太
極
拳（
錦
会
）　
月
４
回
。
水
曜

日
午
前　

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

１０

ホ
ー
ル
東
本
町
ま
た
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
２
０
０
０
円
ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
大
井
☎
４
５
９
・

２
４
６
９
へ
。

　

◆
韓
国
語
教
室
（
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ

ヨ
）　
月
４
回
。
火
曜
日
午
前　

時
～

１０

　

時
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

１１会
費
月
３
５
０
０
円
。
韓
国
語
教
員
資

格
者
の
韓
国
人
女
性
が
会
話
中
心
に
丁

寧
に
指
導
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
相
田

☎
０
８
０
・
１
２
１
２
・
８
６
１
２
へ
。

催

し

　

◆
「
第
２
回
東
久
留
米
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
」
手
づ
く
り
小
物
市
（
団
塊
く

る
ね
っ
と
）　
１
月　

日
（
日
）
午
前　

２６

１０

時
～
午
後
４
時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
で
。
入
場
料
無
料
。
編
み
物
・
陶

芸
・
木
工
手
工
芸
品
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

絵
画
な
ど
の
販
売
。
詳
し
く
は
秋
本
☎

４
７
４
・
２
６
１
８
へ
。

　

◆
ス
キ
ー
祭
典
（
エ
ー
デ
ル
ヴ
ァ
イ

ス
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）　
１
月　

日
（
金
）

２４

午
後
９
時
～　

日
（
月
）
午
後
８
時
、

２７

長
野
県
志
賀
高
原
で
。
参
加
費
３
万
９

８
０
０
円
（
昼
食
・
リ
フ
ト
代
別
）。
貸

し
切
り
バ
ス
使
用
。
原
則
社
会
人
、
保

護
者
同
伴
は
可
。
初
心
者
・
初
級
者
歓

迎
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
１
月　

日
１５

（
水
）。
詳
し
く
は
上
林
☎
４
５
８
・
８

０
０
０
へ
。

　

◆
第　
回
東
久
留
米
教
育
・
保
育
・

３１

子
育
て
を
考
え
る
集
会
（
同
実
行
委
員

会
）　
２
月
２
日
（
日
）
午
前　

時
～
午

１０

後
４
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
５
０
０
円
。
午
前
は
記
念
講
演

「
あ
そ
び
の
力
を
信
じ
て
」。
講
師
は

北
島 
尚
志 
氏
。
午
後
は
分
科
会
。
詳
し

た
か
し

く
は
北
島
☎
０
９
０
・
３
６
８
７
・
９

７
８
５
へ
。

　

◆
落
合
川
の
冬
鳥
た
ち
を
見
よ
う

（
東
久
留
米
水
辺
の
生
き
も
の
研
究

会
）　
①
１
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１８

１０

　

時
半
が
「
室
内
観
察
会
」、
生
涯
学
習

１１セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
②
１
月　

日（
土
）

２５

午
前　

時
～
正
午
が
「
屋
外
観
察
会
」、

１０

落
合
川
周
辺
で
。
参
加
費
３
０
０
円

（
小
学
生
以
下
１
０
０
円
）。
先
着　
３０

人
。
申
し
込
み
は
フ
ァ
ク
ス
で 
草  
間 

く
さ 
ま

（
４
７
０
・
１
７
２
３
）
へ
。
詳
し
く

は
髙
橋
☎
０
９
０
・
３
０
４
０
・
５
１

９
５
へ
。

　

◆
新
年
お
茶
会
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

東
京
都
第
１
５
０
団
）　
１
月　

日
１９

（
日
）
午
前　

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
参
加
費
１
０

０
円
。
年
長
児
～
小
学
３
年
生
。
要
申

し
込
み
。
詳
し
く
は 
當
麻 
☎
４
７
３
・

と
う
ま

７
４
３
０
へ
。

　

◆
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（ 
Ｍ 
・

エ
ム

 
Ｙ 
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　
１
月　

日

ワ
イ

１９

（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）。
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
Ｄ
級
以
上
の
実
力
者
多
数
待
機
。
詳

し
く
は 
東 
☎
０
９
０
・
４
０
５
９
・
８

ひ
が
し

２
３
４
へ
。

　

◆
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
（
市
民
の
会

か
り
ん
）　
１
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１９

半
～
３
時
半
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室
で
。
参
加
費
無
料
。
日
頃

の
思
い
を
気
軽
に
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
仕
事
」
で
す
。
詳

し
く
は
田
口
☎
４
２
７
・
６
８
６
４
へ
。

　

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
（
ひ
が
し

く
る
め
助
産
師
会
）　
１
月　

日
（
金
）

２４

午
後
１
時
～
３
時
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
参
加
費
３
０

０
円
。
友
達
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
。
ミ

ニ
講
座
後
、
自
由
に
お
話
。
詳
し
く
は

鈴
木
☎
０
９
０
・
４
１
２
０
・
２
３
４

０
へ
。

　

◆
第
５
回
飛
行
機
マ
ニ
ア
の
会　
１

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
、

１９
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
会
学
習
室
３
で
。

参
加
費
２
５
０
０
円
。
飛
行
機
の
進
歩

は
エ
ン
ジ
ン
の
進
歩
か
ら
。
終
了
後
新

年
会
。
要
事
前
連
絡
。
詳
し
く
は
宇
野

☎
４
７
４
・
２
４
２
０
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶
（
う
た

の
広
場
の
会
）　
２
月
１
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円
（
ケ
ー
キ
・

紅
茶
・
貸
し
出
し
歌
集
代
）。
定
員
１
０

０
人
。
詳
し
く
は
小
坂
☎
４
７
７
・
４

７
７
１
へ
。

　

◆
介
護
事
業
者
に
よ
る
高
齢
者
介
護

の
現
状
と
課
題
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留

米
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
の
会
）　
１
月　

日
２１

（
火
）
午
後
１
時
～
３
時
半
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
集
会
学
習
室
４
で
。
参
加

費
無
料
。
必
要
な
時
に
必
要
な
介
護
を

受
け
ら
れ
る
か
。
困
っ
た
時
の
家
庭
介

護
の
仕
方
。
詳
し
く
は
鶴
崎
☎
４
７

１
・
３
３
９
５
へ
。

26.　1.　7

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

「冬の渡り鳥観察会「冬の渡り鳥観察会」」

環境ウオッチング

1
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

２６

受
講
生
を
募
集

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

第　

回
開
運
！
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

１０
　

新
春
の
初
ウ
オ
ー
ク

　

１
月　

日
（
土
）
開
催

１１

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
土

に
親
し
み
収
穫
の
楽
し
さ
と
尊
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

農
家
の
方
か
ら
農
地
を
お
借
り
し

て
「
市
民
農
園
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
前
回
の
利
用
期
間
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
全
区
画
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で
園
芸

に
理
解
と
情
熱
が
あ
り
、
農
園
自

主
運
営
組
織
に
加
入
し
、
協
力
し

な
が
ら
農
作
物
の
育
成
を
楽
し
め

る
方
。
耕
作
地
を
持
っ
て
い
な
い

方
（
世
帯
単
位
）

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
抽

選
会
は
１
月　

日
（
木
）
午
後
１

２３

時
半
か
ら
、
市
役
所
７
階
７
０
３

会
議
室
で
行
い
ま
す
。
な
お
、

「
東
久
留
米
市
市
民
農
園
設
置
運

営
要
綱
」
に
よ
り
、
運
営
準
備
委

員
は
抽
選
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

　
【
耕
作
料
】１
区
画
当
た
り
年
６

０
０
０
円
（
月
額
５
０
０
円
）

　
【
募
集
農
園
と
区
画
数
】下
図
の

通
り
。
区
画
面
積
は　

平
方
丿

１６

（
４
丿
×
４
丿
。
一
部
の
区
画
を

除
く
）　

※
応
募
は
１
世
帯
に
つ

き
１
区
画
で
す
。

　
【
利
用
期
間
】　

年
４
月
１
日
～

２６

　

年　

月　

日

２８

１２

３１

　
【
運
営
方
法
】市
民
農
園
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
、
各
農
園

で
「
自
主
運
営
組
織
」
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
同
組
織
で
は
、

利
用
者
か
ら
会
費
を
集
め
、
肥
料

代
な
ど
に
充
て
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
運
営
の
細
部
は
利

用
者
相
互
の
話
し
合
い
で
決
め
て

い
た
だ
き
ま
す

　
【
申
し
込
み
方
法
】
１
月
７
日

（
火
）
～　

日
（
金
）
に
（
消
印
有

１７

　
「
開
運
！
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
」
は
、
市
内
５
寺
に
祭
ら
れ

て
い
る
七
福
神
を
巡
り
歩
く
、
お

正
月
恒
例
の
ウ
オ
ー
ク
で
す
。
七

福
神
に
一
年
の
幸
福
・
安
全
を
祈

願
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
黒
目
川

や
落
合
川
の
澄
み
き
っ
た
清
流
を

中
心
に
、
豊
か
な
自
然
が
残
る

コ
ー
ス
を
巡
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん

　

自
由
学
園
、
東
久
留
米
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」
を
実
施

し
ま
す
。
実
際
に
落
合
川
や
自
由

学
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
野
鳥
の

紹
介
を
聞
き
ま
す
。
市
内
に
も
多

く
の
渡
り
鳥
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
２
月　

日
（
日
）
午
前

１６

８
時
～
正
午
、
市
役
所
集
合

　

市
民
環
境
会
議
く
ら
し
部
会
で

は
、「
地
産
地
消
と
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
」
を
題
材
に
調
理
実
習
と

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
地
図
作
り
を

行
い
ま
す
。
食
材
や
資
源
を
テ
ー

マ
に
、
環
境
に
優
し
く
、
お
い
し

い
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
・
内
容
】
①
２
月
９
日

（
日
）
午
前　

時
～
午
後
１
時
が
、

１０

調
理
実
習
と
試
食
②
３
月
２
日

（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
が
、
食

べ
た
食
材
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

地
図
作
り
と
講
演
「
南
極
物
語
」、

南
極
の
氷
に

触
れ
ま
す
。

写
真
・
防
寒

具
の
展
示
も

あ
り
ま
す

　
【
会
場
】生

各
講
座
共
通
事
項

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
時
間
】「
午
前
」
が
午
前　

時
１０

～
正
午
▼
「
午
後
１
」
が
午
後
１

時
～
３
時
▼
「
午
後
２
」
が
午
後

４
時
～
６
時

　
【
受
講
料
】１
回
コ
ー
ス
が
１
０

０
円
、
３
回
コ
ー
ス
が
３
０
０
円

（
基
礎
資
料
代
）

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　

申
し
込
み
は
１
月　

日
（
月
）

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
に
講
座

名
（
複
数
可
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町

２
ノ
６
ノ　

、
生
涯
学
習
セ
ン

２３

タ
ー
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米

市
文
化
協
会
事
務
局
「
市
民
大
学

短
期
コ
ー
ス
申
し
込
み
」
係
宛
て

郵
送
を
。
な
お
、
１
月
８
日
（
水
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子

申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
。　

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
１
月　

日
２１

（
火
）
午
後
１
時
か
ら
同
協
会
で

抽
選
。
応
募
者
が　

人
に
満
た
な

１０

い
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
へ
。

各
講
座
の
内
容

　

●
似
合
う
色
を
知
っ
て
セ
ン
ス

ア
ッ
プ
！
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講

座
＝
２
月
４
日
・　

日
、
３
月
４

１８

日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
「
午
後

１
」。
似
合
う
色
で
よ
り
若
々
し

く
魅
力
的
に
。
色
合
わ
せ
の
こ
つ

も
学
べ
ま
す
。
定
員　

人
。
教
材

１８

費
１
０
０
０
円
。
持
ち
物
は
筆
記

用
具
、
の
り
、
は
さ
み
、
鏡
（
手

鏡
ま
た
は
ス
タ
ン
ド
）、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
雑
誌
１
冊
（
第
３
回
で
使

用
）、
初
回
は
首
ま
で
覆
わ
れ
て

い
な
い
服
を
な
る
べ
く
着
用
の
こ

と
。
講
師
は
岩
崎 
沙  
織 
氏
。

さ 
お
り

　

●
「
歴
史
講
座
」
儿
ア
メ
リ
カ

大
統
領
の
真
実
儿
＝
２
月
５
日
・

　

日
、
３
月
５
日
、
い
ず
れ
も
水

１９曜
日
の「
午
前
」。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
姿
と
真
の
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

昭
和　

年
１
月
に
奈
良
県
の
法

２４

隆
寺
金
堂
で
発
生
し
た
火
災
な
ど

で
、
国
の
重
要
文
化
財
が
焼
損
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
先
人
た

ち
が
残
し
た
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
ろ
う
」
と
い
う
世
論
が
高
ま
り
、

昭
和　

年
に
、
毎
年
１
月　

日
を

３０

２６

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
文
化

　

認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

ご
家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心

配
事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま

せ
ん
か
。
対
象
の
地
域
を
確
認
の

上
、
担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
【
参
加
費
】
１
０
０
円
（
茶
菓
子

代
な
ど
）

　

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
・
金
山
町
・
神

宝
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・
小
山
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町

　
【
日
時
】
１
月　

日
（
木
）、
２

１６

月　

日
（
火
）、
い
ず
れ
も
午
後
１

１８
時　

分
～
２
時　

分

１５

４５

　
【
会
場
】
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　

多
摩
地
域
の
市
町
村
が
発
行
し

て
い
る
郷
土
史
や
文
化
財
・
自
然

関
係
の
刊
行
図
書
が
一
堂
に
集
ま

る
「
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。
主
催
は
東
京
都

　
　

年
度
の
「
関
東
・
水
と
緑
の

２５
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
百
選
」（
一
般

社
団
法
人
関
東
地
域
づ
く
り
協
会

お
よ
び
公
益
財
団
法
人
日
本
生
態

系
協
会
が
主
催
）に
、
市
内
の「
向

山
緑
地
・
立
野
川
源
流
域
」
と
、

こ
こ
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
向
山
緑
地
・
立
野
川
勉
強
会
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
関
東
・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
百
選
」
は
、
自
然
と
共
存
し
た

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

選
定
地
は
、
向
山
緑
地
公
園
と

そ
の
北
側
を
流
れ
る
立
野
川
源
流

域
の
周
辺
地
域
で
、
立
野
川
の
水

源
と
な
る
湧
水
と
北
斜
面
の
樹
林

地
が
一
体
と
な
っ
て
残
り
、
近
年

ま
で
地
元
の
農
家
の
方
々
な
ど
に

利
用
さ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た

場
所
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
縄
文

時
代
の
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
向
山
緑
地
・
立
野
川
勉
強
会
」

は
、
学
校
法
人
自
由
学
園
最
高
学

部（
大
学
部
）の
教
育
研
究
と
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
の
地
域
学
講
座
か

ら
発
展
し
た
団
体
で
、
市
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
定
を
結
び
、
こ
の
地

域
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

効
）、「
市
民
農
園

利
用
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
は
が
き
１

枚（
表
面
に
住
所
・

氏
名
を
記
入
）を

添
え
て
、〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、

市
役
所
産
業
振
興

課
農
政
係
宛
て
郵

送
、
ま
た
は
直
接

同
課
（
市
役
所
６

階
）
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※
募
集
案
内
・

申
込
書
は
同
課
、

上
の
原
・
ひ
ば
り

が
丘
・
滝
山
の
各

連
絡
所
、
市
民
プ

ラ
ザ
事
務
室
で
配

布
中
。

　

詳
し
く
は
同
課

緯
４
７
０
・
７
７

４
３
へ
。

　
【
観
察
場
所
】
落
合
川
・
自
由
学

園
（
学
園
町
）

　
【
対
象
】ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　
【
定
員
】
先
着　

人
３０

　
【
参
加
費
】
１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
）。
当
日
集
金

　

申
し
込
み
は
１
月
７
日
（
火
）

～　

日
（
金
）、
午
前
８
時
半
か
ら

３１
環
境
政
策
課
へ
電
話
（
４
７
０
・

７
７
５
３
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（kankyoseisaku@
city.higashi

kurum
e.lg.jp

）
へ
。

　

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
タ
イ
ト

ル
を「
渡
り
鳥
観
察
会
参
加
希
望
」

と
し
、
参
加
を
希
望
す
る
方
全
員

の
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
双
眼
鏡
貸
し
出
し
（
無
料
）

希
望
の
有
無
・
２
人
以
上
で
申
し

込
み
の
場
合
は
、
代
表
者
の
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　
【
参
加
費
】
１
人
３
０
０
円
（
保

険
料
・
食
材
費
）。
当
日
集
金

　
【
定
員
】先
着　

人　

※
両
日
参

２０

加
で
き
る
方
優
先
。

　
【
講
師
】第　

次
南
極
観
測
隊
長

５４

の
渡
邉
研
太
郎
氏

　

申
し
込
み
は
１
月
７
日
（
火
）

～　

日
（
火
）
に
（
必
着
）、
環
境

２８
政
策
課
へ
電
話
（
４
７
０
・
７
７

５
３
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（ka

nkyoseisaku@
city.higashikuru

m
e.lg.jp  

）で
。
電
子
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
タ
イ
ト
ル
を
「
エ
コ
キ
ッ

ズ
参
加
希
望
」
と
し
、
参
加
希
望

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

市
社
会
教
育
課
長
会
文
化
財
部
会
。

　
【
日
時
】
２
月
１
日
（
土
）・
２

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
７
時

１０

（
２
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

　
【
会
場
】立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
イ
ム
１
階
健
康
サ
ロ
ン

（
立
川
市
曙
町
２
ノ　

ノ
２
）

３６

　
【
そ
の
他
】
当
市
は
今
回
の
同

フ
ェ
ア
に
不
参
加
で
す
が
、
次
の

書
籍
は
市
役
所
２
階
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
と
郷
土
資
料
室
で
閲

覧
・
販
売
し
て
い
ま
す
（
閲
覧
は

市
立
図
書
館
で
も
で
き
ま
す
）。

「
東
久
留
米
市
史
」、「
東
久
留
米

市
史
史
料
」、「
東
久
留
米
の
あ
け

財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
演
習
を

次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
１
月　

日
（
火
）
午
前

２１

　

時
～　

時
半

１０

１０

　
【
場
所
】
多
聞
寺
（
本
町
４
ノ　
１３

ノ　

）
１６

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

　

平
成
７
年
１
月　

日
に
発
生

１７

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契

機
に
創
設
さ
れ
た
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
は
、
災
害

時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
を
深

め
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
１
月　

日
が
「
防
災

１７

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１

月　

日
～　

日
が
「
防
災
と
ボ

１５

２１

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
自
治
会
な
ど
で

行
わ
れ
る
防
火
・
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
、
日
頃
の
備

え
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
防
災
行
動
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
災

害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
震
災
な
ど
大
規
模

な
自
然
災
害
や
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
、
応
急
救
護
活
動
・

消
火
活
動
・
救
助
活
動
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
署
警
防
課
防

災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０
１
１

９
（
内
線
３
２
０
）
へ
。

か
（
歩
行
距
離
約
９
丼
丿
、
所
要

時
間
約
２
時
間
）。
主
催
は
東
久

留
米
七
福
神
め
ぐ
り
実
行
委
員
会
、

後
援
は
東
久
留
米
市
ほ
か
。

　
【
日
時
】
１
月　

日
（
土
）
雨
天

１１

決
行

　
【
受
付
会
場
】
西
口
中
央
公
園

（
東
久
留
米
駅
西
口
か
ら
徒
歩
約

２
分
）

　
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
３
・
９
９
９
６

　

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
本
町
・
幸
町
・
中
央

町
・
南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば
り
が

丘
団
地
・
南
町
・
前
沢
一
～
三
丁

目
　
【
日
時
】
１
月　

日
（
月
）
午
後

２０

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

　
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
０
・
８
１
８
６

　

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
前
沢
四
～
五
丁
目
、
滝

山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・
柳
窪
・

弥
生
・
下
里

　
【
日
時
】
１
月　

日
（
月
）
午
後

２７

１
時　

分
～
２
時
半

１５

　
【
会
場
】
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
２
・
０
６
６
１

に
焦
点
を
当
て
ま
す
。
定
員　

人
。

２０

持
ち
物
は
筆
記
用
具
。
講
師
は
近

藤 
幸  
徳 
氏
。

ゆ
き 
の
り

　

●
楽
し
く
学
べ
る
水
彩
画
＝
２

月
６
日
・　

日
・　

日
、
い
ず
れ

１３

２０

も
木
曜
日
の「
午
後
１
」。
楽
し
く

基
礎
か
ら
学
ん
で
水
彩
絵
の
具
で

自
由
に
遊
び
な
が
ら
色
を
付
け
る
。

定
員　

人
。
教
材
費
２
０
０
円
。

２４

持
ち
物
は
水
彩
画
道
具
一
式
（
色

鉛
筆
可
）、
ス
ケ
ッ
チ
帳
ま
た
は

画
用
紙
（
Ｆ
４
・
Ａ
３
・
Ａ
４
な

ど
）
２
～
３
枚
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
。
講
師
は 
渡  
部 
わ
た 
べ 
眞  
介 
氏
。

し
ん 
す
け

　

●
中
国
水
墨
画
＝
２
月
７
日
・

　

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日

１４

２１

の「
午
前
」。
墨
と
彩
色
を
施
す
中

国
４
千
年
の
歴
史
あ
る
奥
深
い
水

墨
画
。
定
員　

人
。
持
ち
物
は
半

３６

紙　

枚
程
度
、
墨
汁
、
毛
筆
１
本
、

１０
台
布
巾
、
小
皿
２
枚
、
筆
洗
い
用

コ
ッ
プ
、
新
聞
紙
２
枚
。
講
師
は

 
劉 
り
ゅ
う 
偉 
氏
。

い

　

●
東
久
留
米
で
論
語
を
学
ぼ
う

＝
２
月
７
日
・　

日
、
３
月　

日
、

２１

１４

い
ず
れ
も
金
曜
日
の「
午
前
」。
論

語
の 
素  
読 
を
繰
り
返
す
こ
と
に

そ 
ど
く

よ
っ
て
、
自
然
で
素
直
な
心
が
育

ま
れ
人
間
形
成
に
役
立
ち
ま
す
。

定
員　

人
。
教
材
費
８
４
０
円
。

３０

持
ち
物
は
筆
記
用
具
。
講
師
は 
比 ひ

　
【
受
付
時
間
】午
前
９
時
半
～　
１１

時
半
（
ス
タ
ー
ト
時
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】
ゴ
ー
ル
は
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
東
久
留
米
店
。
つ
る

し 
雛 
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す

び
な

　

詳
し
く
は
同
実
行
委
員
会
事
務

局
（
産
業
振
興
課
）
☎
４
７
０
・

７
７
４
３
へ
。

ぼ
の
儿
考
古
学
に
み
る
東
久
留
米

の
原
始
・
古
代
」、「
東
久
留
米
の

江
戸
時
代
儿
文
化
財
か
ら
み
た
東

久
留
米
の
村
々
」、「
光
の
交
響
詩

儿
写
真
で
つ
づ
る
ふ
る
さ
と
東
久

留
米
」、「
指
定
文
化
財
編
」、「
地

名
編
」、「
板
碑
編
」、「
絵
馬
編
」、

「
明
治
時
代
各
村
地
引
絵
図
Ⅰ
～

Ⅲ
」、「
多
摩
の
昆
虫
」、「
東
久
留

米
の
野
草
」、「
東
久
留
米
の
野

鳥
」、「
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

５
集
～　

集
」

３９

　

詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

 
田  
井  
芳  
武 
氏
。

だ 

い 
よ
し 
た
け

　

●
創
作
折
り
紙
＝
２
月
７
日
・

　

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日

１４

２１

の「
午
後
１
」。
和
紙
を
用
い
て
面

（
マ
ス
ク
）、
主
に
仏
面
の
作
品

を
中
心
に
折
り
ま
す
。
基
礎
か
ら

始
め
る
の
で
誰
で
も
作
れ
ま
す
。

定
員　

人
。
持
ち
物
は
、
は
さ
み

１０

ま
た
は
カ
ッ
タ
ー
、　

丶
丿
物
差

３０

し
（
無
く
て
も
可
）、
作
品
を
入
れ

る
袋
。
講
師
は
木
村
ス
エ
ヒ
ロ
氏
。

　

●
太
極
拳
入
門
＝
２
月　

日
・

１３

　

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日

２０

２７

の「
午
前
」。
ま
ず
太
極
拳
の
基
本

に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
定
員

は　

人
。
持
ち
物
は
運
動
靴
、
飲

２５
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装
で
。
講

師
は
小
堀
文
子
氏
。

　

●
光
の
話
あ
れ
こ
れ
＝
２
月　
１９

日
（
水
）
の
「
午
後
１
」。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
や
身
近
な
赤
外
線
、
紫
外
線

商
品
を
、
実
験
と
と
も
に
楽
し
く

学
ぶ
。
定
員　

人
。
持
ち
物
は
筆

３６

記
用
具
。
講
師
は
笹
森 
宣
文 氏
。

の
り
ふ
み

　

●
自
力
整
体
・
整
食
・
整
心
法

＝
２
月　

日
、
３
月　

日
・　

日
、

２８

１４

２８

い
ず
れ
も
金
曜
日
の「
午
前
」。
骨

盤
の
ゆ
が
み
を
正
し
、
身
体
の
凝

り
や
痛
み
な
ど
の
不
調
を
改
善
す

る
。
定
員　

人
。
持
ち
物
は
バ
ス

３０

タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
。
講
師
は
河
村

絹
代
氏
。

　

●
幸
せ
の
気
づ
き
レ
ッ
ス
ン
～

す
べ
て
の
女
性
は
「　

」
で
あ
る

～
＝
３
月　

日
・　

日
・　

日
、

１２

１９

２６

い
ず
れ
も
水
曜
日
の「
午
前
」。
自

分
を
生
か
し
、
今
日
か
ら
変
わ
る
。

女
性
の
た
め
の
心
輝
く
幸
せ
実
践

講
座
。
定
員　

人
。
持
ち
物
は
筆

２０

記
用
具
、
太
い
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

（
黒
）。
講
師
は 
比  
留  
間 
陽
子
氏
。

ひ 

る 

ま

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
組

織
す
る
団
体
が
、
新
聞
・
雑
紙
・

段
ボ
ー
ル
・
古
布
・
ア
ル
ミ
缶
な

ど
の
資
源
ご
み
を
市
指
定
の
再
生

資
源
取
扱
業
者
に
引
き
渡
し
た
場

合
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
「
資
源
回
収
報
奨

金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。　
２５

年
度
後
期
分
の
交
付
申
請
を
次
の

通
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

　
【
報
奨
金
交
付
額
】回
収
実
績
量

に
応
じ
て
１
丼
乘
当
た
り
９
円

　
【
申
請
受
付
日
時
】
２
月
３
日

（
月
）
～　

日
（
水
）
の
午
前
９

１２

時
～　

時
半
と
午
後
１
時
～
４
時

１１

半　

※
９
日
（
日
）・　

日
（
祝
）

１１

を
除
く
。

　
【
申
請
会
場
】平
日
は
市
役
所
５

階
５
０
１
会
議
室
、
２
月
８
日

（
土
）
の
み
、
ご
み
対
策
課
（
八

幡
町
２
ノ　

ノ　

）
１
階
事
務
室

１０

１０

で
受
け
付
け
ま
す

　
【
必
要
書
類
な
ど
】回
収
業
者
か

ら
の
資
源
回
収
実
施
報
告
書
、
代

表
者
の
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
式
不

可
）、
振
り
込
み
先
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店
名

の
数
字
と
振
り
込
み
用
の
７
ケ
タ

の
口
座
番
号
が
必
要
）
の
通
帳
、

団
体
が
確
認
で
き
る
規
約
、
ま
た

は
名
簿
な
ど

　
【
申
請
対
象
期
間
】　

年
２
月
～

２５

　

年
１
月
分

２６
　

※
報
奨
金
交
付
申
請
用
紙
一
式

は
、
申
請
会
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
緯
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

多摩の郷土誌が集ま多摩の郷土誌が集まるる
「第26回多「第26回多摩摩
郷土　郷土誌誌フェアフェア」」

を開を開催催

防災と
ボランティア週間

オリジナル　フレーム切手
「東久留米七福神めぐり」

を
販売します

　
「
開
運
！
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
」
の
開
催　

回
目
を
記
念
し

１０

て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
東
京
支

社
は
、
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

実
行
委
員
会
お
よ
び
市
と
の
協

力
に
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル　
フ
レ

ー
ム
切
手
「
東
久
留
米
七
福
神

め
ぐ
り
」
を
発
行
し
、
市
内
の
郵

便
局
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

　

◎
切
手
の
概
要

　
【
名
称
】
オ
リ
ジ
ナ
ル　
フ
レ
ー

ム
切
手
「
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ

り
」

　
【
発
売
日
】
１
月
８
日
（
水
）

　
【
販
売
所
】市
内　

カ
所
の
郵
便

１２

局
、
東
京
中
央
郵
便
局
、
西
新
橋

郵
便
局
、
日
本
橋
南
郵
便
局

　
【
販
売
価
格
】１
シ
ー
ト
１
２
０

０
円
（
１
シ
ー
ト
＝　

円
切
手
×

８０

　

枚
）

１０
　
【
販
売
数
】
１
０
０
０
シ
ー
ト

　

◎
臨
時
出
張
所
で
の
販
売

　
【
販
売
日
時
】１
月

　

日
（
土
）
午
前
９

１１時
半
～
午
後
３
時
半

（
予
定
）

　
【
販
売
場
所
】東
久

留
米
駅
西
口
エ
レ

ベ
ー
タ
前
（
２
階
）

　

詳
し
く
は
東
久
留

米
郵
便
局
☎
４
７

３
・
６
１
８
５
へ
。

地地地地地地地地地地
酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒
ひひひひひひひひひひ
がががががががががが
しししししししししし
くくくくくくくくくく
るるるるるるるるるる
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七七七七七七七七七七
福福福福福福福福福福
神神神神神神神神神神
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ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
りりりりりりりりりり
純純純純純純純純純純
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地
酒
ひ
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く
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め　
七
福
神
め
ぐ
り
純
米
酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒

期
間
限
定
で
発
売
中

　

東
久
留
米
酒
販
組
合
で
は
、

１
月　

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

１１

る
「
開
運
！
東
久
留
米
七
福
神

め
ぐ
り
」
を
記
念
し
、
今
年
も

「
地
酒
ひ
が
し
く
る
め　

七
福

神
め
ぐ
り
純
米
酒
」
を
同
組
合

加
盟
の
取
扱
店
で
期
間
限
定
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

縁
起
物
の
日
本
酒
で
今
年
の

開
運
祈
願
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
１
月
末
販
売
終
了
予
定
）。

▼
７
２
０
丱
弍
入
り
１
本
１
０

９
０
円
（
税
込
み
）

　

詳
し
く
は
、
同
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://higashikurum

e-syuhan.com
/

）
へ
。

「
地
酒
ひ
が
し
く
る
め　

七
福
神
め
ぐ
り
純
米
酒
」

東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り
切
手
シ
ー
ト

「
関
東
・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
百
選
」

「
関
東
・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
百
選
」
にに

「
向
山
緑
地
・
立
野
川
源
流
域
」
が
選
ば
れ
ま
し
た

「
向
山
緑
地
・
立
野
川
源
流
域
」
が
選
ば
れ
ま
し
た 

「
エ
コ
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ン
2
0
1
3
」
参
加
者
募
集
！

～
南
極
の
氷
を
触
っ
て
み
よ
う
～

年
度
資
源
回
収
報
奨
金
（
後
期
分
）

　

年
度
資
源
回
収
報
奨
金
（
後
期
分
）
のの

２５２５交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
すす

「認知症介護者
家族会」を
　開催します
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